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報告事項ケ

平成１９年度新体力テスト調査結果について

平成１９年度新体力テスト調査結果について、別紙のとおり報告します。

平成２０年５月２０日

鳥取県教育委員会教育長 中 永 廣 樹



平成１９年度新体力テスト調査結果について

体育保健課

１ 調査の目的

新体力テストを実施することにより、児童生徒の体力（運動能力を含む）の現状を

明らかにするとともに、学校体育の指導及び行政上の基礎資料とする。

２ 調査対象及び人数

鳥取県内すべての公立小学校・公立中学校・県立高等学校（全日制）の児童生徒数

の約１０％にあたる人数を抽出した。

抽出数：７，８５２名（ 児童生徒数 ６４，７９５名 ）

３ 調査期間

平成１９年５月～ ７月 調査

９月～１２月 集計・分析

１２月、２月 検討委員会（データの分析・考察、今後の対応策の検討）

４ 調査項目

（１）体力テストの調査項目(８項目)

・握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、２０ｍシャトルラン、５０ｍ走、

立ち幅とび、ボール投げ

（２）生活習慣調査項目(７項目)

・運動部やスポーツクラブへの所属、運動の頻度（週回数、１日の時間）、朝食

の有無、睡眠時間、テレビの視聴時間、パソコン・携帯の利用時間

５ 調査結果の概要

別紙１～３のとおり

６ 今後の対応策について

（１）本調査結果を学校体育、特に教科指導の充実・改善に活かしていく。

・児童生徒の体力の実態に応じた指導や体力向上に向けた系統的な指導の充実

・運動の楽しさを味わわせるとともに、「わかって、できる」学習の展開による

運動習慣の形成

（２）本年度、文科省が実施する「全国体力、運動能力、生活習慣等調査」（資料）

の結果も踏まえながら、本県のより詳細な体力・運動能力の実態把握に努める。
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別紙１　　Ｔスコアによる全国との比較（種目別に見た場合）
※全国値と比較して、各種目ごとの有意差が認められた学年の数（小１～高３・全１２）の割合
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○体力運動能力の得点合計は、男女ともほぼ全国平均を上回っており、有意に上回っている学年
も３割から４割と多く、おおむね優れていると言える。
○種目別に見ると反復横跳び（敏捷性）、シャトルラン（全身持久力）は全国平均より有意に優れて
いる学年が多く、特に、反復横跳びとシャトルランについては有意に劣っている学年は無い。反対
に、ボール投げ（投力）で全国平均を有意に下回っている学年が多く、依然として本県の課題であ
る。
○有意差は認められないが、握力や５０ｍ走で平均を下回る学年が多く、本県の課題として取り組
んでいくことが必要と考えられる。
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別紙３　　「生活習慣と体力・運動能力の関係」

１日の運動・スポーツ実施時間別（男子）
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○「運動部への所属あり」「運動の頻度が多い」「運動の実施時間が長い」群は、そうでない群に比べ
て、体力運動能力得点平均が高い。このことから、運動する機会が多いほど、体力運動能力が高いと
言える。
○「朝食あり」「テレビの視聴時間１時間未満」の群のそれぞれの体力運動能力得点平均が、そうでな
い群より高い学年が多い。このことから、生活習慣が体力運動能力に影響を及ぼしていると考えること
ができる。
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別紙２　　「平均値の年次推移」
※昭和５３年～５７年（平成２～４）の平均値を１００とした場合の５年間の平均値の割合を各種目別に示したもの。
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○長年本県の課題とされてきた、ボール投げ、５０ｍ走、握力において、中・高等学校女子の５０ｍ
走、ボール投げ、握力では、改善の兆しが伺える。しかしながら、ボール投げは、特にピーク時と比べ
低位の状態であり、課題である。
○ボール投げ、握力において、小学生（特に５年生）の低下が著しい。
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